
ユ
ー
シ
ン
Ｓ
Ｌ
は
１
９
５
３

年
、
岩
越
社
長
の
祖
父
が
「
友

信
社
シ
ー
ル
印
刷
」
と
し
て
創

業
。
事
業
を
始
め
る
際
、
友
人

が
信
用
し
て
資
金
を
貸
し
て
く

れ
た
こ
と
か
ら
、「
友
信
」
の

名
が
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

そ
の
後
、
２
代
目
の
岩
越
信

也
前
社
長
の
時
代
に
現
在
の
社

名
へ
変
更
。「
ユ
ー
シ
ン
」
の

名
称
を
残
し
つ
つ
、
Ｓ
Ｌ
に
は

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
に
加
え
、
ス

マ
イ
ル
と
ラ
イ
フ
の
意
味
を
持

た
せ
た
。
創
業
者
が
大
切
に
し

た
信
頼
の
精
神
は
、
３
代
に
わ

た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

岩
越
社
長
は
２
０
０
０
年
に

入
社
。
約
２
年
間
、
本
社
工
場

で
印
刷
機
械
や
生
産
管
理
を
学

ん
だ
後
、
０２
年
に
東
京
支
店
へ

異
動
し
、
営
業
活
動
に
従
事
し

た
。
１２
年
に
は
本
社
へ
戻
り
、

専
務
取
締
役
と
し
て
総
務
や

経
理
を
担
当
す
る
一
方
、
営
業

と
製
造
の
調
整
役
も
務
め
る
な

ど
、
経
営
全
般
に
携
わ
っ
て
き

た
。１９

年
に
３
代
目
社
長
に
就
任

し
た
が
、
長
年
培
わ
れ
た
組
織

や
企
業
風
土
を
変
え
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。 

重
複
を
整
理
、
長
年
培
わ
れ

て
き
た
組
織
や
企
業
風
土
を
変

え
て
い
く
こ
と
に
は
難
し
さ
も

あ
っ
た
と
い
う
。

「
自
分
の
会
社
の
よ
う
で
、

自
分
の
会
社
じ
ゃ
な
い
と
思
っ

た
」（
岩
越
社
長
）

祖
父
と
先
代
社
長
か
ら
受
け

継
い
だ
会
社
。
続
柄
の
繰
り
返

し
を
回
避
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら

も
、
自
ら
の
経
営
理
念
を
根
付

か
せ
た
い
。
そ
の
思
い
か
ら
、

社
是
・
社
訓
を
は
じ
め
、
就
業

規
則
、
人
事
評
価
制
度
、
給
与

体
系
、
組
織
体
制
、
情
報
シ
ス

テ
ム
な
ど
約
２０
項
目
を
洗
い
出

し
、
抜
本
的
な
改
革
に
着
手
し

た
。そ

の
根
幹
に
据
え
た
の
が

「
正
義
」
と
い
う
社
是
だ
。
社

訓
に
は
「
会
社
に
関
わ
る
す
べ

て
の
人
を
大
事
と
す
る
」「
挨

拶
は
す
べ
て
の
基
本
と
す
る
」

「
約
束
は
す
べ
て
に
お
い
て
大

切
と
す
る
」
の
３
項
目
を
掲
げ

た
。
か
つ
て
品
質
上
の
問
題

で
顧
客
か
ら
ク
レ
ー
ム
を
受
け

た
経
験
も
あ
り
、
顧
客
か
ら

ク
レ
ー
ム
を
受
け
た
経
験
も
あ

る
。
倫
理
的
に
も
道
徳
的
に
も

正
し
い
こ
と
を
行
う
と
い
う
考

え
を
、
会
社
の
判
断
基
準
と
し

て
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
。ま

た
、
ラ
ベ
ル
を
人
と
情
報

を
つ
な
ぐ
存
在
と
捉
え
、
そ
の

役
割
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
企
業
の
存
在
意
義
に

位
置
付
け
た
。
社
員
が
仕
事
の

意
味
を
共
有
で
き
る
組
織
づ
く

り
も
、
改
革
の
一
環
だ
。

組
織
運
営
で
は
、
管
理
職
へ

の
権
限
委
譲
を
推
進
。
従
来
の

経
営
者
主
導
に
よ
る
体
制
を
見

直
し
、
各
部
門
の
責
任
者
が
自

ら
判
断
し
、
行
動
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
た
。

「
会
社
の
方
針
か
ら
外
れ
な

け
れ
ば
、好
き
に
や
っ
て
い
い
。

た
だ
し
、
報
告
や
相
談
は
し
て

ほ
し
い
」（
岩
越
社
長
）

現
場
の
自
主
性
を
尊
重
し
な

が
ら
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に

す
る
考
え
だ
。
こ
う
し
た
改
革

を
進
め
る
う
え
で
大
き
か
っ
た

の
が
、
先
代
社
長
の
理
解
だ
っ

た
。
社
長
交
代
に
際
し
て
代
表

権
を
手
放
し
、
経
営
判
断
を
全

面
的
に
委
ね
た
と
い
う
。
現
在

も
取
締
役
と
し
て
会
社
に
関
わ

る
も
の
の
、
日
常
の
経
営
に
は

介
入
し
な
い
。「
そ
こ
は
本
当

に
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
岩
越

社
長
は
振
り
返
る
。

一
方
、
就
業
規
則
や
人
事
評

価
制
度
、
給
与
体
系
の
見
直
し

に
加
え
、
働
く
環
境
の
整
備
に

も
注
力
。
工
場
で
は
昼
休
憩
と

は
別
に
１５
分
間
の
休
息
時
間
を

設
け
る
な
ど
、
従
業
員
が
安
心

し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
。こ
う
し
た
改
革
は
、

組
織
運
営
だ
け
で
な
く
、
生
産

現
場
に
も
及
ん
で
い
る
。

多
彩
な
設
備
と
独
自
の

工
夫
で
生
産
効
率
追
求

同
社
は
、
本
社
工
場
で
シ
ー

ル
・
ラ
ベ
ル
、
津
島
工
場
で
ビ

ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
を
生
産
す
る

２
拠
点
体
制
を
構
築
。
自
動
車

関
連
が
売
上
の
約
３
～
４
割
、

医
療
関
連
が
約
２
～
３
割
を
占

め
る
ほ
か
、
食
品
、
健
康
食

品
、
物
流
、
工
業
用
途
な
ど
幅

広
い
分
野
に
製
品
を
供
給
し
て

い
る
。

自
動
車
関
連
で
は
部
品
向
け

ラ
ベ
ル
を
中
心
に
、
医
療
関
連

で
は
検
体
・
血
液
用
、
ア
ン
プ

ル
や
採
取
管
向
け
な
ど
、
用
途

に
応
じ
た
製
品
を
手
掛
け
る
。

特
に
医
療
分
野
で
は
、
無
地
の

ブ
ラ
ン
ク
ラ
ベ
ル
や
抜
き
加
工

品
も
多
く
、
プ
リ
ン
タ
で
の
後

印
字
を
前
提
と
し
た
製
品
に
も

対
応
。
素
材
は
上
質
紙
か
ら
各

種
フ
ィ
ル
ム
ま
で
幅
広
く
、
工

業
用
途
を
中
心
に
品
質
の
安
定

性
を
重
視
し
て
い
る
。

本
社
工
場
で
は
、
太
陽
機
械

製
作
所
製
の
凸
版
輪
転
機
６
台

を
は
じ
め
、
オ
フ
セ
ッ
ト
間
欠

機
や
凸
版
間
欠
機
、
平
圧
機
、

平
抜
き
機
、検
査
装
置
、ス
リ
ッ

タ
ー
な
ど
が
複
数
台
稼
働
。
製

品
仕
様
や
ロ
ッ
ト
に
応
じ
て
印

刷
・
加
工
方
式
を
使
い
分
け
て

い
る
。

工
場
内
で
目
を
引
く
の
は
、

赤
や
紫
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
色
を
ま
と
っ
た
凸
版
輪
転
機

だ
。
新
た
な
設
備
を
導
入
す
る

際
に
は
、
機
械
の
色
を
独
自
に

指
定
す
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
を

向
か
い
合
わ
せ
に
配
置
す
る
こ

と
で
、
１
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
２
台
を
管
理
で
き
る
よ
う
工

夫
。
設
備
の
配
置
そ
の
も
の
を

見
直
し
、
省
人
化
と
生
産
性
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

工
場
に
は
各
設
備
が
整
然
と

並
び
、
通
路
も
広
く
確
保
さ
れ

て
い
る
。
印
刷
機
の
周
囲
に
は

作
業
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
資
材

の
移
動
や
作
業
者
の
動
線
に

も
配
慮
。
整
理
整
頓
の
行
き
届

い
た
環
境
か
ら
は
、
効
率
だ
け

で
な
く
、
安
全
に
働
け
る
職
場

づ
く
り
へ
の
意
識
が
う
か
が
え

る
。特

徴
的
な
の
が
、
工
場
内
に

掲
示
さ
れ
た
設
備
配
置
図
を

使
っ
た
稼
働
管
理
だ
。
図
面
に

は
各
印
刷
機
や
加
工
設
備
の
位

置
が
示
さ
れ
、
仕
事
量
に
応
じ

て
緑
、
黄
、
赤
、
白
で
状
態
を

表
示
。
通
常
の
仕
事
量
で
定
時

内
に
終
了
す
る
設
備
、
休
憩
を

交
代
で
取
得
す
る
必
要
が
あ
る

設
備
、
残
業
を
伴
う
設
備
、
停

止
中
の
設
備
を
一
目
で
把
握
で

き
る
。
現
場
全
体
で
作
業
負
荷

を
共
有
し
、
状
況
に
応
じ
て
人

員
配
置
や
作
業
の
進
め
方
を
調

整
す
る
仕
組
み
だ
。

ま
た
、
抜
き
加
工
時
に
発
生

す
る
カ
ス
の
回
収
に
も
独
自
の

発
想
を
取
り
入
れ
た
。
専
用
の

回
収
設
備
を
導
入
す
れ
ば
多
額

の
費
用
が
か
か
る
と
こ
ろ
、
岩

越
社
長
の
ア
イ
デ
ア
で
ダ
ク
ト

と
回
収
袋
を
組
み
合
わ
せ
た
仕

組
み
を
構
築
。
大
掛
か
り
な
投

資
を
伴
わ
ず
、
作
業
者
の
負
担

軽
減
と
回
収
作
業
の
効
率
化
を

実
現
し
て
い
る
。

イ
ン
キ
に
つ
い
て
は
、
工
場

内
で
あ
ら
か
じ
め
調
色
し
て
管

理
。
使
用
量
に
応
じ
て
必
要
な

量
を
準
備
し
、
余
剰
イ
ン
キ
の

発
生
を
抑
え
て
い
る
。
津
島
工

場
か
ら
調
色
済
み
の
イ
ン
キ
を

取
り
に
来
る
な
ど
、
２
拠
点
で

活
用
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。

本
社
で
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ナ
ル
印
刷
機
の
生
産
エ
リ
ア
と

は
別
に
、
デ
ジ
タ
ル
印
刷
・
製

版
エ
リ
ア
を
設
置
。
志
機
製
の

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
印
刷
機
「
Ｐ

Ｊ
―
２
４
０
Ｓ
１
」、
コ
ダ
ッ

ク
製
の
製
版
機
「
Ｔ
ｒ
ｅ
ｎ
ｄ

ｓ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ 

４
０
０ 

Ｑ
ｕ

ａ
ｎ
ｔ
ｕ
ｍ
」な
ど
を
備
え
る
。

一
方
、
津
島
工
場
で
は
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
を
生
産
。
専
用

輪
転
機
７
台
を
保
有
し
、
各
種

帳
票
類
や
配
送
用
、
宛
名
用
の

ラ
ベ
ル
な
ど
を
手
掛
け
る
。
ま

た
、
本
社
に
は
富
士
フ
イ
ル
ム

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
製

「
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｒ
ｉ
ａ 

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ

ｓ 

Ｅ
１
１
３
６
」
も
設
置
。

帳
票
関
連
の
印
刷
に
対
応
す
る

独
自
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
両

拠
点
の
設
備
を
生
か
し
て
多
様

な
需
要
に
応
え
て
い
る
。

既
存
輪
転
機
を
生
か
し

フ
レ
キ
ソ
化
の
実
現
へ

こ
う
し
た
生
産
体
制
を
今

後
、
大
き
く
転
換
す
る
構
想
も

進
ん
で
い
る
。
そ
の
１
つ
が
、

既
存
の
凸
版
輪
転
機
の
フ
レ
キ

ソ
化
だ
。
太
陽
機
械
製
作
所
製

の
輪
転
機
は
、
印
刷
ユ
ニ
ッ
ト

の
交
換
に
よ
っ
て
フ
レ
キ
ソ
印

刷
に
対
応
で
き
る
と
い
う
。
新

台
を
購
入
す
る
場
合
と
比
べ
て

投
資
額
を
大
幅
に
抑
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
１
台
を
対
象

に
ユ
ニ
ッ
ト
を
発
注
。
１１
月
の

決
算
期
末
ま
で
に
交
換
し
、
運

用
を
始
め
る
計
画
だ
。

「
ま
ず
１
台
試
し
て
、
う
ま

く
い
け
ば
順
次
変
え
て
い
き
た

い
」
と
岩
越
社
長
。
既
存
設
備

の
活
用
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

老
朽
化
し
た
機
械
に
つ
い
て
は

新
台
へ
の
更
新
も
視
野
に
入
れ

る
。
フ
レ
キ
ソ
印
刷
に
必
要
な

ア
ニ
ロ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ル
の
整
備

や
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
習

得
も
段
階
的
に
進
め
て
い
く
考

え
だ
。

同
時
に
、
Ｉ
Ｊ
方
式
の
デ
ジ

タ
ル
印
刷
機
の
導
入
も
予
定
す

る
。
幅
４
０
０
㍉
以
上
で
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
に
も
対
応
で
き

る
仕
様
を
想
定
し
、
来
期
以
降

の
導
入
を
計
画
。
新
設
備
は
、

現
在
の
デ
ジ
タ
ル
印
刷
・
製
版

エ
リ
ア
で
は
な
く
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ナ
ル
印
刷
機
が
並
ぶ
エ
リ

ア
の
オ
フ
セ
ッ
ト
間
欠
機
付
近

に
設
置
す
る
構
想
だ
。

目
指
す
の
は
、
現
在
の
凸
版

輪
転
機
で
生
産
す
る
仕
事
を
フ

レ
キ
ソ
に
、
間
欠
オ
フ
セ
ッ
ト

な
ど
で
対
応
し
て
い
る
仕
事
を

デ
ジ
タ
ル
に
振
り
分
け
る
体

制
。
印
刷
方
式
を
製
品
の
特
性

や
ロ
ッ
ト
に
応
じ
て
使
い
分

け
、
生
産
効
率
を
高
め
て
い
く

方
針
だ
。

こ
う
し
た
方
向
性
を
固
め
る

契
機
と
な
っ
た
の
が
、
欧
州
で

の
印
刷
関
連
企
業
の
視
察
だ
っ

た
。
現
地
で
目
に
し
た
フ
レ
キ

ソ
と
デ
ジ
タ
ル
の
使
い
分
け

を
、
自
社
の
設
備
更
新
に
も
取

り
入
れ
よ
う
と
考
え
た
。「
私

が
辞
め
る
前
に
す
べ
て
変
更
し

た
い
が
、
ま
ず
は
道
筋
を
立
て

た
い
」
と
話
す
岩
越
社
長
。
設

備
を
入
れ
替
え
る
だ
け
で
な

く
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
フ
レ
キ

ソ
印
刷
の
技
術
を
身
に
付
け
、

将
来
の
設
備
選
定
に
も
そ
の
考

え
方
が
受
け
継
が
れ
る
こ
と
を

重
視
し
て
い
る
。

印
刷
業
か
ら

新
た
な
事
業
領
域
へ

同
社
は
印
刷
事
業
に
加
え
、

２３
年
か
ら
ア
グ
リ
事
業
に
も
参

入
し
た
。。
自
社
ブ
ラ
ン
ド「
Ａ

ｑ
ｕ
ａ
Ｐ
ｏ
ｍ
ｕ
ｍ
（
ア
ク
ア

ポ
ム
ム
）」
を
立
ち
上
げ
、
希

少
な
柑
橘
類
で
あ
る
フ
ィ
ン

ガ
ー
ラ
イ
ム
の
栽
培
・
販
売
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

背
景
に
あ
る
の
は
、
人
口
減

少
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
印
刷

需
要
の
先
行
き
へ
の
危
機
感

だ
。
既
存
事
業
だ
け
に
依
存
せ

ず
、
新
た
な
収
益
源
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
検
討
。
そ
の
中

で
重
視
し
た
の
が
、
自
社
で
形

の
あ
る
商
品
を
つ
く
り
、
消
費

者
に
直
接
届
け
ら
れ
る
こ
と

だ
っ
た
。

栽
培
品
目
の
選
定
で
も
、
価

格
競
争
に
陥
り
に
く
い
希
少
性

と
付
加
価
値
を
重
視
し
た
。
選

ん
だ
フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
は
、

果
実
を
割
る
と
粒
状
の
果
肉
が

現
れ
る
こ
と
か
ら
「
森
の
キ
ャ

ビ
ア
」
と
も
呼
ば
れ
、
料
理
や

飲
料
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
利

用
さ
れ
る
。
特
筆
さ
れ
る
の

は
、
そ
の
栽
培
方
法
だ
。
一
般

的
な
土
耕
栽
培
で
は
な
く
、
岩

越
社
長
が
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

独
自
の
水
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
を

構
築
。
実
用
新
案
も
取
得
し
て

い
る
。
実
験
用
ハ
ウ
ス
で
苗
木

１０
本
か
ら
始
め
た
栽
培
は
、
現

在
、
１
６
８
本
を
育
て
る
規
模

に
ま
で
拡
大
し
た
。

こ
の
事
業
に
は
、
収
益
の
多

角
化
と
は
別
の
狙
い
も
あ
る
。

長
年
印
刷
現
場
を
支
え
て
き
た

従
業
員
が
、
年
齢
を
重
ね
て
も

働
き
続
け
ら
れ
る
場
を
つ
く
る

こ
と
だ
。
細
か
な
文
字
や
色
を

扱
う
印
刷
業
務
と
は
異
な
る
仕

事
を
持
つ
こ
と
で
、
将
来
の
セ

カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
選
択
肢
を

広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
受
託
製
造
を
中
心

と
す
る
印
刷
業
と
は
異
な
り
、

自
ら
商
品
を
企
画
し
、
ブ
ラ
ン

ド
を
育
て
る
こ
と
に
も
意
義
を

見
い
だ
す
。
ア
グ
リ
事
業
で
は

自
社
の
名
前
を
掲
げ
て
商
品
を

市
場
に
送
り
出
せ
る
。
社
員
が

自
社
の
商
品
に
誇
り
を
持
て
る

こ
と
も
、
岩
越
社
長
が
重
視
す

る
点
だ
。

今
後
は
農
業
部
門
の
法
人
化

も
視
野
に
入
れ
、
事
業
基
盤
の

拡
充
を
目
指
す
。
印
刷
と
は
異

な
る
分
野
へ
の
挑
戦
だ
が
、
独

自
の
工
夫
で
付
加
価
値
を
生
み

出
す
姿
勢
は
、
同
社
の
生
産
現

場
に
も
共
通
し
て
い
る
。

次
世
代
へ
の
継
承
を

見
据
え
た
経
営

既
存
事
業
の
生
産
改
革
と
新

分
野
へ
の
挑
戦
を
進
め
る
岩
越

社
長
だ
が
、
目
指
す
の
は
必
ず

し
も
事
業
規
模
の
拡
大
で
は
な

い
。「
私
の
代
で
会
社
を
つ
ぶ

さ
ず
、次
の
世
代
に
渡
す
こ
と
。

そ
れ
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て

い
る
」
と
語
る
。

人
口
減
少
に
伴
う
市
場
縮

小
や
原
材
料
価
格
の
上
昇
な

ど
、
事
業
環
境
が
厳
し
さ
を
増

す
中
、
重
視
す
る
の
は
変
化
に

対
応
で
き
る
経
営
基
盤
の
構
築

だ
。
設
備
更
新
や
技
術
継
承
に

も
、
そ
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。
岩
越
社
長
は
７０
歳
頃
を

経
営
の
一
区
切
り
と
考
え
、
後

継
者
に
つ
い
て
は
親
族
や
社
員

に
限
定
せ
ず
、
Ｍ
＆
Ａ
も
選
択

肢
と
す
る
。

「
社
長
と
し
て
の
評
価
は
、

辞
め
た
と
き
に
決
ま
る
と
思

う
」（
岩
越
社
長
）

創
業
か
ら
７３
年
。
３
代
に
わ

た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
ユ
ー

シ
ン
Ｓ
Ｌ
は
今
、
次
の
世
代
に

何
を
残
す
の
か
。
そ
の
答
え
を

形
に
す
る
た
め
、
岩
越
社
長
は

組
織
と
生
産
の
両
面
か
ら
変
革

を
進
め
て
い
る
。
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次
世
代
へ  

組
織
改
革
と
生
産
革
新
を
推
進

創
業
７３
年
の
歴
史
を
持
つ
ユ
ー
シ
ン
Ｓ
Ｌ
㈱
（
愛
知
県
稲
沢
市
、
岩
越
泰
憲
社
長
、
☎
０
５
８
７
・
２
３
・
５
１
２
３
）
は
、
自

動
車
・
医
療
関
連
な
ど
の
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
印
刷
と
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
を
手
掛
け
る
。
２
０
１
９
年
に
３
代
目
と
し
て
経
営
を

引
き
継
い
だ
岩
越
社
長
は
、
組
織
体
制
や
社
内
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
進
め
る
一
方
、
生
産
現
場
で
は
作
業
環
境
の
改
善
や

省
人
化
を
推
進
。
さ
ら
に
、
将
来
を
見
据
え
た
印
刷
方
式
の
転
換
を
含
む
生
産
体
制
の
再
構
築
に
も
取
り
組
む
。
ま
た
、
受
託
製

造
を
柱
と
し
な
が
ら
も
、
２３
年
に
は
自
社
商
品
を
市
場
に
送
り
出
す
ブ
ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
新
た
な
道
を
切
り
開
く
べ
く
、

ア
グ
リ
事
業
に
も
参
入
し
た
。
本
社
工
場
と
ア
グ
リ
事
業
部
へ
の
取
材
を
通
じ
、同
社
の
改
革
と
挑
戦
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。（
鈴
木
）

社
是
「
正
義
」
を
掲
げ

信
頼
を
経
営
の
礎
に

自社ブランドを創出
アグリ事業に挑戦

独自の養液栽培システムで、フィンガーライムを育てるアグリ
事業の栽培施設

２台のオフセット間欠印刷機で高品質ラベルの需要にも対応する

デジタル印刷機も複数稼働（上）。独自の工夫
で設けた抜きカス回収装置で効率化を推進

１
人
で
２
台
を
管
理
で
き
る
よ
う
、
向
き
合
わ
せ
に
配
置
し

た
凸
版
輪
転
機

岩越　泰憲 社長

６
台
の
凸
版
輪
転
機
が
稼
働
す
る
本
社
工
場
。
印
刷
ユ
ニ
ッ

ト
の
交
換
に
よ
る
フ
レ
キ
ソ
化
を
予
定
し
て
い
る

第１３７５号 ２０２６年（令和８年）１１月１日 ラ ベ ル 新 聞 【昭和44年 9月30日第三種郵便物認可】 （    ）8企 業


